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１．研究計画の概要 
 情報と通信のデジタル化が進展する中、コ
ンテンツ産業には新たなビジネスモデルの
構築が求められている。創造性を維持、育成
しながら、どのようなマネジメントが今後求
められるかを分析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 初年度にはブランデッド・エンタテインメ
ントの領域における現状と課題について、ア
メリカ、日本の比較調査を行った。アメリカ
ではこれはかなり進んでいるが、それにもか
かわらず、効果測定の手法は開発されていな
いということは驚きであった。ブランドと消
費者との関係醸成を、今後ブランデッド・エ
ンタテインメントを通じて促進するための
長期的展望と戦略が必要であることが明ら
かになった。２年度目には、特にコンピュー
ターゲームの改変と著作権をめぐる日米の
一連の訴訟に注目した。消費者による既存の
コンテンツ編集という現象に対して、アメリ
カの裁判所における「フェア・ユース」分析
も、日本の同一性保持権の考え方も、全く対
応できていない。特に後者は、デジタルネッ
トワーク上での創作物の円滑な流通と利用
を妨げるものとして、制限すべきだと考えら
れつつあるので、これについて、経済的理論
化を行った。また、アクティブな消費者、ミ
ニ著作者たちを今後著作権法上、どのように
位置づけていくのか、という大きな課題があ
ることを指摘した。３年度目には、大きな柱
として、研究会を開き、各コンテンツ産業界
の研究者・実務家による報告を受け、創造性
が減衰している危機的な状況についての分
析を行った。出版、音楽各界において、共通

して起きている現象としては、タイトルが過
剰になり、創造的素材の開発を外注化してい
ることの弊害、ゲームについては、「ハリウ
ッド化」による弊害が特に目立った。また、
産業組織論的に、市場の競争度とイノベーシ
ョンの関係についても、考察した。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。特に著作権

法、通信・放送に関する法の基本的理解と法
と経済学からの分析が当初の計画以上に進
んだが、一方、事例研究の面で遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度に入ったので、報告書づくりを念
頭において、研究分担者や協力者の形はとっ
ていないが、研究会の定例メンバーとなって
くれている研究者たちに、それぞれの得意領
域からのレポートを書いてもらい、それらを
まとめた出版物完成を目指す。個人としては、
著作権法の経済分析をさらに進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計３件） 
 
以下、全て研究代表者による。 
「追及権の再検討」知的財産法政策学研究 
The Artist’s Resale Right, International 
Journal of Cultural Policy 
「文化政策における生き残り戦略―環境変
化を経験する映画界の今後」文化政策研究 
 



〔学会発表〕（計 １件） 
「メディアコンテントの多様性とメディア
所有規制」文化経済学会 
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